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園庭での遊び（新設されたカトリック保育園）
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町政のここが聞きたい〈12人が一般質問〉

どう使われた!?私たちの税金〈平成22年度決算〉



設
場
所
を
決
定
し
ま
す
が
、

場
所
を
変
え
る
場
合
は
今
後

の
検
討
に
な
り
ま
す
。

問　

解
体
し
た
吉
田
保
育
所

の
今
後
は
ど
う
な
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長　
亘
理
町
震

災
復
興
計
画
に
合
わ
せ
て
建

冷
蔵
庫
の
設
置
場
所
と
台

数
は
。

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　
被
災

し
た
荒
浜
小
、
長
瀞
小
、
荒

浜
中
分
と
し
て
建
物
を
間
借

り
し
て
い
る
逢
隈
小
、
逢
隈

中
、
吉
田
中
に
そ
れ
ぞ
れ
各

１
台
設
置
し
ま
し
た
。

問　

震
災
後
、
救
助
・
捜
索

活
動
に
お
け
る
ガ
ソ
リ
ン
や

避
難
所
の
灯
油
等
の
燃
料
は

十
分
対
応
で
き
た
の
か
。

企
画
財
政
課
長　
震
災
前
に

町
内
の
燃
料
店
と
災
害
に
関

す
る
協
定
を
結
ん
で
い
た
こ

と
か
ら
優
先
的
に
供
給
さ
れ

ま
し
た
。

問　

福
祉
避
難
所
へ
は
何
カ

所
に
何
人
の
方
々
が
避
難
し

た
の
か
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主

任
主
査　
町
内
の
福
祉
施
設

８
カ
所
に
合
計
39
人
が
避
難

し
、介
護
等
を
受
け
ま
し
た
。

問　

備
品
と
し
て
購
入
し
た

……………… 主な使い道 ………………

●災害救助費 9,972万円
　（捜索・救助、被災者埋葬費、避難所経費等）
●公共土木施設災害復旧費 5,622万円
　（緊急災害ガレキ撤去委託費等）

災
害
救
助
・
復
旧

保
健
・
福
祉

９
月
定
例
会
は
９
月
７
日
か
ら
９
月
22
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
平
成
22
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
な
ど
26
件
で
、
い
ず
れ
も
慎
重
審
議
の

結
果
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

決
算
認
定
で
は
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
関
係
課
長
や
担
当
者
に
出
席
を
求
め
、
平
成
22
年
度
の
各
種

会
計
決
算
を
審
査
し
ま
し
た
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会
質
疑

どう使われた!?
私たちの税金
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今後焼却される災害ガレキ

せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
企
業
誘
致
に
お
い
て

は
契
約
の
仕
方
・
方
法
に
つ

い
て
顧
問
弁
護
士
に
相
談

し
、
慎
重
な
事
務
処
理
に
努

め
ま
す
。

問　

企
業
債
は
、
い
つ
、
ど

の
よ
う
に
返
済
し
て
い
く

の
か
。

企
画
財
政
課
参
事　
宮
城
県

か
ら
の
貸
付
金
に
つ
い
て

は
、
用
地
が
売
却
で
き
な
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
宮
城
県
に

対
し
、
平
成
23
年
７
月
24
日

の
返
済
期
日
を
平
成
26
年
７

月
24
日
ま
で
と
す
る
延
長
申

請
を
お
こ
な
い
、
承
認
を
得

て
い
ま
す
。

　

民
間
資
金
に
つ
い
て
は
、

借
入
先
が
2
金
融
機
関
か
ら

と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

平
成
23
年
8
月
31
日
と
9
月

22
日
に
償
還
を
完
了
し
、
現

在
借
換
え
の
手
続
き
を
行

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
償

還
期
間
に
つ
い
て
は
10
年

の
予
定
で
協
議
し
て
お
り

ま
す
。

問　

企
業
が
工
場
進
出
を
撤

回
し
た
こ
と
は
、
町
が
企
業

を
誘
致
す
る
上
で
の
責
任
も

大
い
に
あ
る
。
町
と
し
て
ど

の
よ
う
に
反
省
し
て
い
る

の
か
。

企
画
財
政
課
長　
経
済
状
況

の
変
化
で
紳
士
協
定
を
締
結

し
た
企
業
が
撤
退
し
た
の
は

事
実
で
す
が
、
工
業
団
地
を

取
得
で
き
た
こ
と
は
将
来
の

企
業
誘
致
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
町

財
政
上
大
き
な
企
業
債
︵
債

務
︶
の
借
入
れ
と
な
り
、
一

般
会
計
に
大
き
な
負
担
を
さ

問　

建
物
が
被
災
し
、
平
成

2₃
年
度
は
営
業
で
き
な
い
中

で
建
設
時
の
借
入
金
を
償
還

す
る
こ
と
に
な
る
が
、
今
後

の
償
還
計
画
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

わ
た
り
温
泉
鳥
の
海
所
長

地
方
債
元
金
の
償
還
繰
延
や

利
子
の
棚
上
げ
等
を
内
部
で

検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
・
県
に
も
相
談
し
て
い
ま

す
が
、
具
体
的
な
方
策
は
、

ま
だ
見
え
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。

　

今
後
、
国
の
動
向
等
も
念

頭
に
最
終
的
に
方
向
付
け
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

借入金返済をどうする！特別会計
22年度末
借入金残高

わたり温泉鳥の海 11億2,130万円
工業用地等造成事業 13億1,690万円

工
業
用
地
等
造
成
事
業

わ
た
り
温
泉

鳥
の
海再開が待たれるわたり温泉鳥の海

反省を生かし早い企業誘致を

決算審査特別委員会 決算審査特別委員会
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問　

震
災
の
影
響
で
町
税
の

口
座
引
き
落
と
し
に
よ
る
納

期
限
が
５
月
₃₁
日
ま
で
延
長

さ
れ
た
が
、
そ
の
影
響
は
。

税
務
課
副
班
長　
平
成
22
年

度
第
10
期
分
の
口
座
振
替
は

３
月
31
日
に
実
施
で
き
ず
、

金
融
機
関
の
手
続
上
５
月
31

日
に
納
期
限
を
設
け
実
施
し

ま
し
た
。
約
９
５
０
０
万
円

を
平
成
23
年
度
分
と
し
て
収

納
し
て
お
り
ま
す
。

問　

宮
城
県
地
方
税
滞
納
整

理
機
構
に
移
管
し
た
件
数
と

滞
納
額
は
。

税
務
課
副
班
長　
移
管
件
数

は
60
件
、
滞
納
額
は
約
６
５

０
０
万
円
で
す
。

問　

広
告
掲
載
料
を
増
額
さ

せ
る
た
め
、
既
存
の
方
法
に

加
え
て
、
公
共
物
等
を
利
用

す
る
な
ど
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

企
画
財
政
課
長　
現
在
、
広

報
や
さ
ざ
ん
か
号
に
広
告
を

掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

町
有
地
や
施
設
に
つ
い
て
前

向
き
に
検
討
し
ま
す
。

生
涯
学
習
課
長

長
瀞
小
学
校
に

お
い
て
放
課
後

子
ど
も
教
室
を

計
39
回
開
催
し

ま
し
た
。
そ
の

際
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
１
人

と
指
導
員
４
人

等
の
報
償
費
に

な
り
ま
す
。

す
る
団
体
も
減
少
傾
向
に
あ

り
、何
と
か
続
け
て
き
た
の
が

現
状
で
す
。今
後
は
実
施
可

能
な
団
体
と
協
議
し
な
が
ら

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

思
い
や
り
の
心
で
育
て

る
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
事

業
、勢
い
が
無
く
な
っ
て
き

て
い
る
。今
後
の
進
め
方
は
。

町
民
生
活
課
副
班
長　
希
望

問　

単
独
浄
化
槽
撤
去
事
業

の
内
容
と
実
績
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
単
独

浄
化
槽
は
町
内
に
何
件
あ
る

の
か
。

上
下
水
道
課
班
長　
単
独
浄

化
槽
を
廃
止
し
、
合
併
処
理

浄
化
槽
を
設
置
す
る
際
に
工

事
費
の
一
部
上
限
９
万
円
を

補
助
す
る
事
業
で
、
件
数
は

１
件
で
す
。
ま
た
、
町
内
に

あ
る
単
独
浄
化
槽
は
工
場
と

住
宅
合
わ
せ
て
８
２
６
基
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
制
度

が
浸
透
す
る
よ
う
普
及
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

問　

亘
理
公
園
の
池
の
水
質

を
浄
化
し
、
ホ
タ
ル
が
寄
生

す
る
状
態
に
す
る
計
画
は
進

ん
で
い
る
の
か
。

都
市
建
設
課
班
長　
昨
年
2

回
池
に
Ｅ
Ｍ
菌
を
入
れ
て
検

査
を
し
ま
し
た
。
わ
ず
か
で

す
が
効
果
も
出
て
お
り
、
本

年
も
継
続
的
に
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　

各
生
徒
宅
を
訪
問
し
、
中

止
に
い
た
る
経
緯
や
仲
間
の

安
否
情
報
を
伝
え
な
が
ら
ご

理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

問　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
３

団
体
に
約
一
千
万
円
の
補
助

金
を
支
出
し
て
い
る
。
こ
の

補
助
事
業
は
、
い
つ
ま
で
続

く
の
か
。

企
画
財
政
課
参
事　
県
の
補

助
事
業
と
し
て
は
３
年
間
で

す
。
４
年
目
以
降
は
未
定
で

す
が
、
県
の
補
助
金
が
な
く

な
れ
ば
町
単
独
、
あ
る
い
は

何
か
他
の
補
助
事
業
で
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

問　

中
学
生
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
海
外
派
遣
事
業
が
中
止

と
な
っ
た
が
、
参
加
者
へ

の
説
明
は
ど
う
対
応
し
た

の
か
。

企
画
財
政
課
副
班
長　
事
前

研
修
も
行
い
な
が
ら
出
発
に

向
け
て
準
備
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
震
災
を
考
慮
し
て
中

止
と
し
ま
し
た
。

………………… 主な使い道 …………………

●防災施設整備事業費 5,694万円
●町民乗合自動車運行事業経費 5,229万円
●まちづくり協議会支援事業費 893万円

………………… 主な使い道 …………………

●ごみ処理経費 2億5,968万円
●合併処理浄化槽整備事業費 2,183万円
●太陽光発電システム設置補助金 838万円

………………… 主な使い道 …………………

●学校給食センター事業費 1億8,514万円
●小中学校施設整備費 6,378万円
●外国語指導経費 1,089万円

総
　
　
務

生
活
・
環
境

教
育
・
文
化

収
入
の
確
保
は

防災移動系無線がデジタル化へ

亘理公園　池の水質浄化を

放課後子ども教室を開催（長瀞小）

て
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
従
い

避
難
訓
練
等
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

問　

中
央
公
民
館
の
工
事
内

容
は
。

中
央
公
民
館
長　
公
民
館
２

階
ト
イ
レ
改
修
と
非
常
用
放

送
設
備
、
大
ホ
ー
ル
と
第
３

研
修
室
の
エ
ア
コ
ン
工
事
を

実
施
し
ま
し
た
。

問　

今
回
奨
学
資
金
を
借
り

た
方
が
２
人
と
年
々
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
が
、
要
因

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

学
務
課
長　
町
の
制
度
で
は

町
以
外
か
ら
借
り
て
い
る
方

に
は
貸
付
け
が
で
き
ま
せ

ん
。
高
額
に
借
り
ら
れ
る
各

学
校
等
か
ら
貸
付
け
を
受
け

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

放
課
後
子
ど
も
教
育
推

進
事
業
の
報
償
費
は
。

問　

各
小
中
学
校
で
は
災
害

時
の
避
難
計
画
書
を
作
っ
て

い
る
の
か
。

学
務
課
長　
各
学
校
に
お
い

問　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作

物
被
害
対
策
は
。
近
隣
市
町

村
と
情
報
交
換
を
し
て
い

る
か
。

産
業
観
光
課
参
事　
県
内
の

イ
ノ
シ
シ
被
害
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
県
を
中
心

と
し
て
各
市
町
村
の
担
当
者

会
議
が
持
た
れ
、
情
報
交
換

や
対
策
方
法
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

問　

四
方
山
は
観
光
地
と

し
て
整
備
が
不
十
分
で
な

い
か
。

産
業
観
光
課
長　

四
方
山

の
観
光
に
つ
い
て
は
角
田

市
、
亘
理
町
、
山
元
町
の
１

市
２
町
で
協
議
会
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
現
在
は
雑
木
の

伐
採
を
行
い
、
そ
の
後
に
景

観
整
備
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

問　

観
光
用
着
ぐ
る
み
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
作
成

は
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

産
業
観
光
課
班
長　
作
成
最

後
の
会
議
が
震
災
当
日
で
開

催
で
き
ず
、
最
終
決
定
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

問　

農
業
後
継
者
育
成
の
観

点
か
ら
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
育
成

強
化
に
力
を
入
れ
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

産
業
観
光
課
参
事　
４
Ｈ
ク

ラ
ブ
の
会
員
は
21
人
で
、
活

動
の
中
心
は
農
業
技
術
の
研

修
、他
団
体
と
の
交
流
で
す
。

今
後
農
業
の
基
礎
的
後
継
者

と
し
て
会
員
の
増
、
活
動
の

強
化
指
導
を
援
助
し
て
い
き

ま
す
。

問　

健
診
の
受
診
率
が
あ
ま

り
伸
び
て
い
な
い
。
後
年
度

の
後
期
高
齢
者
医
療
の
負
担

金
が
増
え
な
い
よ
う
受
診
率

を
₆₀
％
く
ら
い
に
上
げ
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
。

保
健
福
祉
課
班
長　
昨
年
は

７
月
の
集
団
健
診
の
結
果
を

踏
ま
え
、
11
月
に
未
受
診
者

対
策
と
し
て
２
日
間
健
診
を

実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
前
年

対
比
４
・
４
％
増
と
な
り
ま

し
た
。
今
年
も
11
月
に
未
受

診
者
健
診
を
行
う
た
め
、
広

く
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

問　

年
々
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

数
と
会
員
数
が
減
っ
て
き
て

い
る
。
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
を

利
用
す
る
な
ど
検
討
が
必
要

で
は
な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長　
最
近
は
老

人
ク
ラ
ブ
に
加
入
せ
ず
、
そ

れ
ぞ
れ
趣
味
を
楽
し
む
方
々

が
増
え
て
お
り
、
今
後
老
人

ク
ラ
ブ
の
役
員
等
で
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

……………… 主な使い道 ………………

●子ども手当等支給経費 6億3,000万円
●保育園経費 1億8,503万円
●健康増進事業費 5,605万円

……………… 主な使い道 ………………

●商工振興事務経費 9,036万円
●農業用施設整備費 5,401万円
●観光振興経費 4,741万円 農

政
・
商
工

今年も未受診者健診が11月に行われます

決算審査特別委員会 決算審査特別委員会
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決算内容に２人が
総括質疑

大
震
災
の
影
響
は

鞠
子
幸
則
議
員　

東
日
本
大

震
災
が
、
平
成
22
年
度
一
般

会
計
決
算
に
ど
う
影
響
し
た

の
か
。

事
業
中
断
で
不
用
額
多
額
発
生

企
画
財
政
課
長
　
歳
入
に
お

け
る
収
入
未
済
額
の
増
加
と

事
業
中
断
に
よ
る
歳
出
不
用

額
の
増
加
で
す
。

歳
出
で
は
、被
災
者
支
援

経
費
と
し
て
災
害
救
助
経
費

９
，９
７
２
万
円
、道
路
の
応

急
復
旧
や
ガ
レ
キ
の
撤
去
な

ど
災
害
復
旧
費
５
，７
１
０
万

円
で
す
。ま
た
、事
業
中
断
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
た
め
、各
費

目
に
お
い
て
例
年
以
上
に
不

用
額
が
発
生
し
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
町
税
の
３
月

末
納
期
限
を
５
月
末
に
延
長

し
た
こ
と
か
ら
、
翌
年
度
の

収
入
と
な
っ
た
た
め
結
果
と

し
て
22
年
度
の
町
税
収
入
未

済
額
が
増
加
し
ま
し
た
。
な

お
、
３
月
11
日
か
ら
３
月
末

ま
で
全
国
か
ら
２
，１
３
３

万
円
の
寄
付
金
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
対
策
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

髙
野
孝
一
議
員
　
昨
年
３
月

に
亘
理
町
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
を
策
定
し
た
。
そ

の
中
で
率
先
し
て
環
境
に
配

慮
し
た
取
り
組
み
を
し
て
い

く
こ
と
は
環
境
負
荷
の
低
減

と
町
民
・
事
業
所
の
自
主
的

な
活
動
に
つ
な
が
る
と
明
記

さ
れ
て
い
る
。
町
は
平
成
2₀

年
度
の

CO2
排
出
量
４
０
０
０

㌧
を
基
準
に
22
年
度
か
ら
５

年
間
を
目
標
に
６
％
削
減
す

る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
22

年
度
の
削
減
量
は
。

大
震
災
で
デ
ー
タ
ー
流
出

町
民
生
活
課
長　
役
場
庁
舎

や
出
先
機
関
及
び
小
中
学
校

な
ど
の
施
設
に
お
い
て
使
用

さ
れ
る
電
気
や
石
油
類
の
使

用
量
を
CO2
に
換
算
し
て
評
価

改
善
し
て
い
く
も
の
で
す
。

し
か
し
、
今
回
の
大
震
災

で
入
力
デ
ー
タ
ー
の
流
出
、

停
電
、
断
水
、
仮
設
プ
レ
ハ

ブ
の
使
用
な
ど
、
通
常
で
な

い
使
わ
れ
方
を
し
た
事
に
よ

り
デ
ー
タ
ー
が
と
れ
な
い
た

め
、
公
表
が
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。

平成22年度会計別決算額表

会　　計　　名 歳　入　総　額 歳　出　総　額 差　　引　　額

一 般 会 計 103億3,184万円 98億3,378万円 4億9,806万円

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

国 民 健 康 保 険 39億360万円 36億3,587万円 2億6,773万円

奨 学 資 金 貸 付 2,124万円 876万円 1,248万円

公 共 下 水 道 事 業 17億133万円 16億9,332万円 801万円

老 人 保 健 36万円 36万円 0

土 地 取 得 511万円 508万円 3万円

介 護 保 険 19億207万円 18億8,197万円 2,010万円

介 護 認 定 審 査 会 584万円 584万円 0

わ た り 温 泉 鳥 の 海 3億6,459万円 3億6,413万円 46万円

後 期 高 齢 者 2億4,965万円 2億4,855万円 110万円

工 業 用 地 等 造 成 事 業 2億661万円 1億6,312万円 4,349万円

企
業
会
計

水道事業

　・収益的収支

　・資本的収支

8億5,480万円

7,739万円

7億8,486万円

3億5,147万円

6,994万円

△ 2億7,408万円

収 入

支 出

98億3,378万円

繰越金（1%）
7,921万円

その他収入（9%）
9億1,710万円

地方交付税（29%）
29億6,882万円

人件費（町長、議員、職員等の給与など）（20%）
19億6,765万円

扶助費(生活保護費や児童手当など）（13%）
12億5,516万円

物件費（15%）
15億1,333万円補助費等（各団体への負担金など）（11%）

10億3,463万円

普通建設事業費（9%）
9億1,222万円

公債費（借金の返済金）（9%）
9億3,409万円

繰出金等（特別会計などへ繰出）
（22%）　21億5,960万円

災害復旧費（1%）
5,710万円

国庫支出金（8%）
8億5,272万円

町税（32%）
33億4,513万円

県支出金など（13%）
13億1,116万円

町債（借金）（8%）
8億5,770万円

103億3,184万円

平成22年度  一般会計決算額

本
町
は
震
災
関
連
で
税
収
が
落
ち
込

む
中
、
災
害
復
旧
に
多
額
の
経
費
が
必

要
で
あ
り
、
地
方
債
、
企
業
債
及
び
償

還
利
子
な
ど
本
年
度
も
多
額
の
経
常
経

費
が
あ
り
ま
す
。
常
に
コ
ス
ト
意
識
を

持
っ
て
、
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
を
図

る
た
め
、
財
政
の
長
期
的
な
収
支
均
衡

確
保
に
留
意
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
健

全
に
し
て
効
率
的
な
行
財
政
の
運
営
に

努
め
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

代
表
監
査
委
員

齋
藤
　
功 
氏

監
査
委
員
の
審
査
意
見

22年度決算 22年度決算
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９月定例会は、町長から提案された議案等（条例案６件、補正予算案５件、平
成22年度各種会計決算認定案12件、その他２件）並びに議員提出議案２件を原
案どおり可決しました。主な内容を紹介します。

を
対
象
に
就
労
の
機
会
を
提

供
し
、
当
面
の
生
活
支
援
を

お
こ
な
い
ま
す
。
対
象
者
は
、

約
15
人
で
す
。
さ
ら
に
、
仮

設
住
宅
で
生
活
し
て
い
る
高

齢
者
を
対
象
に
農
作
業
を
手

伝
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

︽
仮
設
店
舗
︾

高
野
孝
一
議
員　

公
共
ゾ
ー

ン
の
ど
こ
に
仮
設
店
舗
を
建

設
す
る
の
か
。
整
備
事
業
の

具
体
的
な
内
容
は
。

産
業
観
光
課
長　
場
所
は
、

仮
設
住
宅
の
南
側
出
入
口
付

近
で
す
。
面
積
は
、
東
西
に

１
０
０
㍍
、
南
北
に
60
㍍
で

約
６
０
０
０
㎡
に
な
り
ま
す
。

仮
設
店
舗
を
建
て
ら
れ
る
よ

う
山
砂
を
厚
さ
約
40
セ
ン
チ

敷
き
ま
す
。

提
案
理
由　
今
ま
で
ゆ
う
ゆ
う
共
同
作
業
所
︵
精
神
に

障
が
い
の
あ
る
方
の
作
業
所
︶
が
利
用
し
て
い
た
建
物

︵
南
集
会
所
の
１
階
︶
が
、
大
震
災
で
大
規
模
な
被
害

を
受
け
、
使
用
不
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
亘
理
郵
便

局
の
西
側
に
移
転
す
る
も
の
で
す
。（

全
員
賛
成
で
可
決
）

鞠
子
幸
則
議
員　

大
震
災
の
前
と
後
で
仕
事
量
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長　
大
震
災
か
ら
数
カ
月
間
は
、
仕
事
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
は
以
前
と
同
じ
く
ら
い
の

仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

︽
園
芸
療
法
拠
点
事
業
︾

鞠
子
幸
則
議
員　

吉
田
地
区

の
ど
こ
に
つ
く
る
の
か
。
ま

た
、
事
業
の
具
体
的
な
内

容
は
。

産
業
観
光
課
長　
常
磐
自
動

車
道
の
西
側
に
イ
チ
ゴ
の
ハ

ウ
ス
を
建
設
し
ま
す
。
ま
た
、

被
災
し
た
イ
チ
ゴ
生
産
農
家

︽
地
域
支
え
合
い
体
制
づ

く
り
事
業
︾

鈴
木
高
行
議
員　

こ
の
事
業

は
仮
設
住
宅
に
入
居
し
て
い

る
方
々
を
対
象
に
し
て
、
各

仮
設
住
宅
︵
５
カ
所
︶
に
サ

ポ
ー
ト
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
て
、
居
住
者
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
や
健
康
維
持
に
努

め
、
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
国
が
１
億
１

０
０
０
万
円
を
補
助
し
て
い

く
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
入

居
者
の
意
見
等
を
取
り
入
れ

た
有
効
な
事
業
に
な
っ
て
い

る
か
。

保
健
福
祉
課
長　
計
画
で
は

公
共
ゾ
ー
ン
仮
設
住
宅
に
サ

ポ
ー
ト
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、
看
護
師
５
人
を
雇
用

し
て
、
１
人
が
常
駐
し
、
他

は
巡
回
指
導
に
あ
た
る
形

で
、
最
低
で
も
１
日
３
人
以

上
で
の
体
制
を
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
農
業
従
事
者

で
あ
っ
た
高
齢
者
に
対
し
て

も
施
設
園
芸
を
通
じ
て
、
農

業
に
従
事
し
て
い
た
だ
き
、

働
く
喜
び
を
感
じ
て
い
た
だ

く
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

提
案
理
由　
災
害
弔
慰
金
の

支
給
等
に
関
す
る
法
律
が
改

正
さ
れ
、
兄
弟
姉
妹
に
も
災

害
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し

死
亡
時
に
同
居
し
て
い
る
こ

と
等
が
条
件
で
す
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

鞠
子
幸
則
議
員　

今
ま
で
兄

弟
姉
妹
で
対
象
に
な
ら
な

か
っ
た
方
は
何
人
か
。

保
健
福
祉
課
長　
３
人
で
す
。

山
本
久
人
議
員　

３
人
の
方

が
申
請
し
た
場
合
、
い
つ
か

ら
支
給
さ
れ
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長　
７
月
末
に

法
律
が
改
正
さ
れ
、条
例
が

改
正
さ
れ
る
前
で
あ
っ
て
も

上
位
法
に
も
と
づ
き
事
務
を

進
め
て
も
か
ま
わ
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。９
月
中
旬

に
も
支
給
で
き
る
状
況
で
す
。

安
細
隆
之
議
員　

今
ま
で
何

人
に
総
額
ど
れ
く
ら
い
支
給

さ
れ
た
の
か
。

保
健
福
祉
課
長　
２
８
４
名

に
総
額
で
８
億
６
０
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

災
害
復
旧
・
復
興
に
重
点

総
額
２
２
０
億
１
，２
２
３
万
円
に

ゆ
う
ゆ
う
共
同
作
業
所
移
転

災害弔慰金、兄弟姉妹に
も支給対象拡大

一般会計補正予算
33億7451万円を追加

◇平成23年９月　一般会計補正予算　主な復興対策
・災害ガレキ等撤去業務委託料 24億4,176万円
・東日本大震災農業生産対策事業補助金 4億4,876万円
・災害援護資金貸付金 8,755万円
・園芸療法拠点事業（地域支え合い体制づくり事業） 7,800万円
・公共ゾーン仮設店舗・事務所用地整備工事 6,000万円
・仮設住宅玄関網戸設置工事等 5,331万円
・農地・農業用施設災害復旧事業委託料（畑地除塩） 3,842万円
・サポート拠点事業（地域支え合い体制づくり事業） 3,514万円

10月２日　 吉田字砂浜地内に設置計画の震災ガレキ等処理施設の説
明会が開催されました（中公）

亘理駅東公共ゾーンに仮設店舗を建設

ゆうゆう共同作業所

議 案 審 議 議 案 審 議
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前　　文
地方議会は、地方分権の時代にあって、二元代表制の一翼を担うため、日本国憲法に定める地方自治の本旨を
目指すことが求められている。
亘理町民（以下「町民」という。）に選ばれた議員によって構成している亘理町議会(以下「議会」という。)は、
その持てる権能を十分に駆使し、議会及び議員の果たすべき役割を確認し、町民との活発な意見交換を図りながら、
議会活動を活性化させ、町民福祉の向上のため真摯にその任務を遂行することを確認した。
議会は、自らの創意と工夫によって、亘理町のまちづくりを進めていく必要がある。議会に公平性、透明性を
確保することにより、町民に開かれた議会を目指し、あるべき姿をここに定めるものである。

（目　的）
この条例は、地方分権と地方自治の時代にふさわしい議会のあり方、議員及び議会の使命及び役割を明らかに
するとともに、町民と議会の関係、町長その他の執行機関（以下「町長等」という。）と議会の関係、その他の議
会の活性化と充実のために必要な議会運営の基本事項を定めることによって、町民の負託に的確にこたえ、緑と
光輝く田園都市亘理町の持続的で豊かなまちづくりの実現に寄与することを目的とする。

（議会の活動原則）
議会は、次に掲げる原則に基づき活動しなければならない。
⑴�　議員と町長等との自由な討論の場であるとの認識に立ち、町民の多様な意見を把握し、町民の意見を反映した、
政策提言及び政策立案を行う。
⑵�　町民の代表機関であることを自覚して、公平性及び透明性等を確保し、情報公開等を含め町民からの信頼を
重んじ、開かれた議会を目指す。
⑶�　町の施策に対する議決機関として、町政運営の状況を監視及び評価し、適切な判断と責任ある活動を行う。

（議員の活動原則）
議員は、次に掲げる原則に基づき活動しなければならない。
⑴�　議会が言論の府であること及び合議機関であることを十分に認識し、議員間の自由な討議を尊重する。
⑵�　町政の課題全般について、町民の意見、要望を的確に把握するとともに、自己の能力を高める研修等を通じ、
町民の代表としてふさわしい活動をする。
⑶�　議会の構成員として、個別的事案の解決だけでなく、町民全体の福祉の向上を目指して活動する。
⑷�　町政全般の課題解決や町民の意見、要望等の実現・解決のための政策提言活動を行うよう努める。

（町民との連携）
・議会は、町民に対して積極的に情報を発信し、情報の共有を図るとともに、説明責任を十分に果たすよう努め
なければならない。
・議会の会議は、公開を原則とする。

３月亘理町議会において、審議する予定でありました、議会基本条例は東日本大震災の対応を優先したことに
より、９月議会での審議となり可決しました。なお、施行日については平成24年４月１日となります。

・議会は、議員及び町民が自由に情報及び意見を交換する議会懇談会を年１回以上行う。
・議会は、休日議会を年一回開催する。

（町長等と議会及び議員の関係）
・議会は、町長との立場や権能の違いを踏まえ、事務執行の監視及び評価を行い、町勢の発展に努めなければな
らない。

・本会議における議員と町長等との質疑応答は、広く町政上の論点及び争点を明確にするため、一問一答方式を
原則とする。

・議長から本会議及び委員会への出席を要請された町長等は、議長または委員長の許可を得て、議員の質問に対
して反問することができるものとする。

（議決事項の拡大）
・議会の議決事件については、議会が重要な計画等の決定に参画する観点と、町長の政策執行上の必要性を比較
考量し、その決定にあたっては、議会の議決責任の役割を町長等と公平に分担するという観点に立ち、次のと
おり定める。
⑴�　総合発展計画基本構想及び基本計画
⑵�　公共ゾーン施設整備計画
⑶�　協働のまちづくり計画

・議会は、町長等が各行政分野における基本的な計画の策定、変更をするために、広く町民などから意見等を募
集するときは、事前に町長等にその理由及び概要の説明を求めることができるものとする。

（議員間討議）
・議会は、言論の府であることを十分に認識し、議員相互の自由討議を重んじた議会運営を行うよう努めなけれ
ばならない。

・議会は、本会議及び委員会において、議員・委員会及び町長提案に関して審議し、結論を出す場合は議員間の
議論を尽くして合意形成に努めるものとする。

・議員は、議員間の議論により、議員自らの積極的な政策提言、条例案の提案に努めなければならない。

（委員会の活動）
・委員会は、専門性を生かし町政課題について継続的に調査を行うよう努めなければならない。
・委員会は、付託事件の審査及び調査を行うにあたっては、資料等を積極的に公開しながら、町民に分かりやす
い議論を行うよう努めなければならない。

・委員会は、請願等の審査にあたっては、紹介議員等から説明を受けるなど、請願等の趣旨がより理解できる方
法を取り入れるよう努めなければならない。

・委員長は、委員会の秩序保持に努め、委員長報告を自ら作成するとともに、質疑に対する答弁も責任を持って
行わなければならない。

（議員定数）
・議員定数を改正する際には、町政の現状と課題及び他市町村の状況、並びに議会が果たす役割を考慮しなけれ
ばならない。

・議員定数の条例改正案は、町民の直接請求による場合及び町長が提出する場合を除き、議員定数の基準の明確
な改正理由を付して、法第109条第７項又は法第112条第１項の規定に基づき、常任委員会又は議員から提出す
るものとする。

（長期欠席議員の報酬の取り扱い）
・議員が長期にわたり議会活動ができない場合、段階的報酬の減額及び期末手当の減額を行うものとする。

亘理町議会基本条例を制定
主な内容を紹介します

議会基本条例 議会基本条例
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問　

震
災
復
興
基
本
方
針
策

定
は
進
ん
で
い
る
か
。
前
倒

し
を
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
計
画
ど
お
り
進
ん
で

い
ま
す
。
復
興
計
画
は
12
月

と
い
う
こ
と
で
策
定
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

常
磐
自
動
車
道
を
一
時

避
難
場
所
に
す
る
こ
と
に
、

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
と
の
協

議
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長　
復
興
計
画
や
土
地
利

用
計
画
等
と
整
合
性
を
図
り

な
が
ら
、
設
置
位
置
・
箇
所

数
を
調
整
し
た
上
で
正
式
に

要
請
し
ま
す
。

問　

当
町
へ
の
義
援
金
、
寄

附
金
額
は
い
く
ら
か
。
ま
た

義
援
金
の
配
分
は
順
調
か
。

　

二
次
配
分
は
い
つ
か
。

　

寄
附
金
は
い
つ
ご
ろ
、
何

に
使
用
す
る
の
か
。

町
長　
８
月
25
日
現
在
で
義

援
金
は
、
１
億
３
３
７
万
６

千
77
円
。
寄
附
金
は
、
１
億

８
，７
７
１
万
１
，５
８
２
円

で
す
。
義
援
金
の
配
分
は
、

５
千
９
６
３
万
円
で
、
58
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

二
次
配
分
は
一
次
配
分
程

度
の
金
額
に
到
達
し
て
か
ら

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

寄
附
金
は
復
旧
・
復
興
事

業
の
推
進
に
活
用
し
ま
す
。

実
施
内
容
や
時
期
は
、
12
月

の
復
興
計
画
策
定
後
の
予
定

で
す
。

問　

役
場
職
員
の
健
康
状
態

は
大
丈
夫
か
。

町
長　
職
員
の
健
康
管
理
に

十
分
配
慮
し
ま
す
。

ら
、
２
Ｄ
Ｋ
に
入
り
た
い
と

い
う
方
に
つ
い
て
は
状
況
等

調
査
の
う
え
逐
次
改
善
を
し

て
い
き
ま
す
。

再
質
問　

冬
場
に
向
か
っ
て

仮
設
住
宅
の
両
方
の
壁
に
断

熱
材
を
張
っ
て
は
ど
う
か
。

町
長　
国
・
県
に
対
し
て
要

望
し
て
い
き
ま
す
。

問　

孤
独
死
ゼ
ロ
を
目
指
し

仮
設
住
宅
の
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
に
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
を
設
置
す
る
考
え
は
。

町
長　

ひ
と
り
暮
ら
し
の

方
へ
個
別
に
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
の
案
内
チ
ラ
シ
を
配
布

し
、
周
知
を
図
り
な
が
ら
、

設
置
へ
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

問　

本
町
で
は
、
仮
設
住
宅

を
希
望
さ
れ
た
全
員
が
入
居

し
、
生
活
の
再
建
に
向
け
、

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
住

環
境
の
改
善
の
取
り
組
み
は

い
か
が
か
。

町
長　
本
町
に
は
、
１
，１

２
６
戸
の
仮
設
住
宅
が
建
設

さ
れ
て
い
ま
す
。
入
居
者
の

方
々
の
要
望
や
意
見
に
対
応

し
、
手
す
り
や
ス
ロ
ー
プ
の

増
設
、
玄
関
の
網
戸
設
置
等

の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

再
質
問　

２
人
で
１
Ｄ
Ｋ
で

は
狭
す
ぎ
る
。
家
族
構
成
や

健
康
状
態
な
ど
を
踏
ま
え
て

今
後
対
応
す
る
考
え
は
。

町
長　
現
在
、
空
き
部
屋
が

60
戸
あ
り
ま
す
。
１
Ｄ
Ｋ
か

町
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

「一般質問」は町長に対し、事務の執行状況や
将来に向けての考えなどを質

ただ

すものです。
今回12人の議員が行いました。

佐藤アヤ議員 ･･････････････････････13P

・仮設住宅の住環境改善の取り組みは

高野　進議員 ･･････････････････････13P

・義援金　次回の配分はいつか

鞠子幸則議員 ･･････････････････････14P

・綿密な放射線量の測定を

小野一雄議員 ･･････････････････････14P

・ＪＲ常磐線の復旧は

熊田芳子議員 ･･････････････････････15P

・児童の安全確保対策は

髙野孝一議員 ･･････････････････････15P

・災害公営住宅の早期整備を

島田金一議員 ･･････････････････････16P

・人口減対策は

鈴木高行議員 ･･････････････････････16P

・防災拠点・機能は充分か
・復興計画の最終判断は

佐藤　實議員 ･･････････････････････17P

・復興に対する町としての考えと方針は

山本久人議員 ･･････････････････････17P

・被災小中学校再開のめどは

安細隆之議員 ･･････････････････････18P

・24年度の作付け見通しは

安藤美重子議員 ････････････････････18P

・次年度学区は選べるか

一
般
質
問

国・県に対して要望

一次配分額に達してから

住環境改善の取り組みは

次回の配分はいつか

佐
藤
ア
ヤ 

議
員

高
野
　
進 

議
員

仮
設
住
宅

義
援
金

多くの被災者が住む仮設住宅

命を救った常磐自動車道

９月定例会一般質問
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い
る
。
公
共
ゾ
ー
ン
、
工
業

用
地
ゾ
ー
ン
の
町
有
地
が
あ

る
の
で
、
将
来
安
く
売
払
も

で
き
る
。
早
急
に
事
業
に
取

り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
建
設
地
に
よ
っ
て
は

希
望
す
る
人
と
し
な
い
人
、

ま
た
、
公
営
住
宅
を
希
望
す

る
人
の
人
数
を
把
握
し
な
い

と
、
建
物
は
建
て
た
け
ど
、

入
る
人
が
少
な
く
な
っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
そ
の
場
合
に
つ
い
て
は

全
部
町
の
負
担
に
な
る
と
い

う
こ
と
も
、
十
分
財
政
的
な

負
担
も
考
え
な
が
ら
、
早
急

に
意
向
調
査
、
建
設
地
を
決

定
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

狭
い
仮
設
住
宅
に
住
ん

で
い
る
方
が
希
望
す
る
こ
と

は
、
早
急
に
災
害
公
営
住

宅
に
住
む
こ
と
だ
と
思
う
。

入
居
開
始
は
い
つ
頃
に
な 

る
か
。

町
長　
ど
の
辺
の
建
設
予
定

地
を
希
望
す
る
の
か
、
ま
た

町
の
方
で
提
示
し
て
、
移
転

す
る
方
々
と
調
整
し
て
、
決

ま
れ
ば
早
く
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

再
質
問　

仙
台
市
で
は
５
月

１
日
に
災
害
公
営
住
宅
を
今

年
度
か
ら
整
備
す
る
と
発
表

し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
供
用

開
始
は
25
年
度
に
な
る
。
亘

理
町
復
興
基
本
方
針
で
は
24

年
度
か
ら
事
業
開
始
と
し
て

町
長　
周
知
徹
底
に
努
め
ま

す
。

問　

常
磐
線
が
不
通
に
よ

り
、
朝
七
時
前
後
か
ら
亘
理

小
通
学
路
に
お
い
て
交
通
量

が
異
常
に
多
い
。
何
ら
か
の

対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
。

教
育
長　
今
後
は
交
通
教
室

だ
け
で
な
く
、
現
場
に
子
ど

も
を
連
れ
て
行
っ
て
、
具
体

的
に
説
明
す
る
よ
う
に
各
学

校
に
指
導
し
て
い
き
た
い
。

問　

桜
小
路
付
近
の
通
学
路

が
通
行
止
め
に
な
る
が
、
ど

う
対
処
す
る
の
か
。

町
長　
子
ど
も
達
に
危
険
が

及
ば
な
い
よ
う
に
、
交
通
安

全
協
会
や
、
子
ど
も
見
守
り

隊
の
方
々
に
要
請
を
し
て
い

き
ま
す
。

問　

気
象
庁
の
発
表
で
は
、

今
後
１
年
間
余
震
が
起
こ
る

と
い
う
想
定
だ
が
、
ど
う
備

え
る
の
か
。

町
長　
家
庭
で
は
、家
具
の

転
倒
防
止
対
策
が
重
要
で

す
。各
自
避
難
す
る
場
合
は
、

非
常
用
持
ち
出
し
袋
を
準
備

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

　

町
と
し
て
は
、
備
蓄
倉
庫

が
体
育
館
の
１
階
に
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
の
度
の
大
震
災

で
津
波
に
よ
り
流
さ
れ
た
所

が
あ
る
の
で
、
校
舎
の
２
階

か
３
階
に
つ
く
る
べ
き
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

再
質
問　

避
難
す
る
場
合
は

通
電
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
っ
て
か
ら

避
難
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う

こ
と
を
徹
底
し
て
ほ
し
い
。

え
、
今
後
、
常
磐
線
復
興
調

整
会
議
に
お
い
て
検
討
を
進

め
て
い
く
そ
う
で
す
。

問　

津
波
防
災
対
策
の
多
重

防
御
方
式
で
荒
浜
地
区
と
吉

田
東
部
地
区
に
差
異
が
あ
る

が
、
住
民
と
の
コ
ン
セ
ン
サ

ス
を
ど
う
保
つ
の
か
。

町
長　
同
じ
考
え
方
の
内
容

整
備
は
現
実
的
に
は
難
し
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
安
全

安
心
を
守
る
た
め
に
、
地
域

の
方
々
と
意
見
交
換
会
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

常
磐
線
の
早
期
復
旧
に

向
け
て
町
の
取
り
組
み
は
。

町
長　
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
復
興
調

整
会
議
の
中
で
浜
吉
田
駅
の

現
位
置
で
の
早
期
復
旧
を
要

望
し
て
い
ま
す
。

再
質
問　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
考

え
方
は
ど
う
な
の
か
。

町
長　

浜
吉
田
駅
に
つ
い

て
は
現
在
の
位
置
に
復
旧

し
、
浜
吉
田
駅
以
南
の
ル
ー

ト
変
更
に
つ
い
て
は
、
関
係

市
町
村
で
あ
る
山
元
町
・
新

地
町
・
相
馬
市
の
復
興
プ
ラ

ン
や
鉄
道
の
安
全
性
を
踏
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
被
ば
く

量
に
つ
い
て
は
特
に
緊
急
を

要
し
ま
せ
ん
。
除
染
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
県
と
協
議
し

ま
す
。

　

食
品
の
安
全
面
に
つ
い
て

は
、
県
が
実
施
し
て
い
る
野

菜
や
水
源
な
ど
の
放
射
線
残

留
計
測
の
結
果
の
情
報
得
て

対
応
し
て
い
ま
す
が
、
特
に

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な

お
、
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
亘
理
が
お

こ
な
う
農
産
物
検
査
の
測
定

機
導
入
の
助
成
を
お
こ
な
い

ま
す
。

問　

綿
密
な
放
射
線
量
の
測

定
と
除
染
、被
ば
く
の
軽
減
、

食
品
安
全
確
保
を
は
か
っ
て

は
ど
う
か
。

町
長　
県
で
は
毎
日
１
回
、

佐
藤
記
念
体
育
館
駐
車
場
で

放
射
線
量
を
計
測
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
新
聞
な
ど
で
公

表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町

独
自
に
小
中
学
校
や
保
育
所

な
ど
30
箇
所
で
放
射
線
量
を

計
測
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

の
地
点
で
も
国
の
定
め
る
基

準
を
下
回
っ
て
お
り
、
日
常

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま

鞠
子
幸
則 

議
員

小
野
一
雄 

議
員

熊
田
芳
子 

議
員

髙
野
孝
一 

議
員

県と町独自計測

綿密な放射線量の測定を原
　
発

ＪＲ
浜吉田駅

住民の健康は大丈夫か（上館センター）

仮設住宅の室内

７年間続けている子ども見守り隊

早期復旧が望まれるＪＲ浜吉田駅

意向調査をして建設地を決定 現在地での早期復旧を要望

災害公営住宅の早期整備を ＪＲ常磐線の復旧は

通
学
路

早
期
着
工

現地指導で対応

児童の安全確保対策は
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問　

意
向
調
査
の
重
要
ポ
イ

ン
ト
は
。

町
長　
年
代
別
の
意
向
調
査

を
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
Ｐ

Ｔ
Ａ
と
意
見
交
換
し
、
復
興

計
画
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

問　

宮
城
県
の
統
計
資
料
に

よ
る
と
、
３
月
１
日
か
ら
８

月
１
日
ま
で
亘
理
町
の
人
口

は
１
，０
８
６
人
が
減
少
し

て
い
る
。
復
興
計
画
で
は
土

地
の
問
題
が
重
要
に
な
る
。

集
団
移
転
、
土
地
区
画
整
理

事
業
等
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
る
。
被
災
地
に
住
ん
で
い

た
す
べ
て
の
人
に
連
絡
が
な

さ
れ
、
き
め
細
や
か
な
情
報

伝
達
が
必
要
と
な
る
。
体
制

は
で
き
て
い
る
か
。

町
長　
町
外
に
転
出
し
て
い

る
人
も
多
い
。
担
当
部
局
と

行
政
区
長
の
情
報
に
基
づ
き

所
在
を
確
認
し
、
情
報
を
発

信
し
て
い
ま
す
。

問　

荒
浜
地
区
・
吉
田
地
区

の
人
口
や
世
帯
を
維
持
す
る

方
策
は
。

町
長　
津
波
防
災
対
策
を
考

慮
し
た
土
地
利
用
を
検
討
し

ま
す
。
対
策
を
講
じ
て
も
安

全
性
が
確
保
で
き
な
い
地
域

は
移
転
を
考
え
て
い
ま
す
。

集
団
移
転
住
宅
の
場
合
、
借

地
と
な
り
、
約
１
０
０
坪
に

な
り
ま
す
。
土
地
区
画
整
理

の
場
合
で
も
、
住
民
の
理
解

と
協
力
な
く
し
て
は
事
業
展

開
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
、

住
民
の
意
見
を
尊
重
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

問　

居
住
地・
非
居
住
地
の

指
定
、集
団
移
転
等
の
最
終

判
断
は
町
長
を
ト
ッ
プ
と
す

る
、町
の
復
興
本
部
で
あ
る
。

現
況
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
百
年
以
上
を
見
据
え
た
計

画
を
示
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

町
長　
最
終
的
な
計
画
に
つ

い
て
は
、説
得
は
す
る
が
住
民

の
合
意
形
成
が
え
ら
れ
な
い

場
合
は
、安
全
安
心
な
町
づ
く

り
と
い
う
考
え
か
ら
町
長
で

あ
る
私
の
判
断
で
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

問　

荒
浜
小
・
荒
浜
中
・
長

瀞
小
は
、
今
回
の
大
津
波
で

地
域
の
多
く
の
方
々
が
避
難

し
た
が
、
避
難
所
と
し
て
安

全
安
心
で
あ
っ
た
か
。

町
長　
震
災
発
生
時
は
２
，

１
０
０
名
が
三
つ
の
学
校
に

避
難
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

消
防
援
助
隊
に
よ
り
他
の
学

校
に
二
次
避
難
し
ま
し
た
。

　

反
省
点
は
、
校
舎
の
二
階

以
上
に
自
家
発
電
装
置
や
、

簡
易
ト
イ
レ
等
の
他
、
生
活

装
備
が
な
か
っ
た
こ
と
で

す
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今

後
、
常
備
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

問　

復
興
方
針
で
示
し
た
学

校
の
位
置
は
安
全
安
心
と
い

え
る
か
。特
に
長
瀞
小
は
集
落

形
態
も
変
わ
り
、地
域
の
安
全

性
な
ど
を
考
え
た
場
合
、常
磐

道
西
側
、吉
田
中
周
辺
に
移
転

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　
多
重
防
御
に
よ
る

津
波
対
策
を
整
備
す
る
の

で
、
現
在
地
に
再
整
備
を
す

る
考
え
で
す
が
、
津
波
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
保
護
者

等
の
意
向
調
査
の
結
果
に

よ
っ
て
再
検
討
も
考
え
て
い

ま
す
。

目
も
あ
る
の
で
、
参
考
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

津
波
に
よ
り
、
山
元
町

ま
で
、
貞
山
堀
を
延
長
し
た

か
の
よ
う
な
水
路
が
で
き
て

い
る
が
、
農
業
用
排
水
路
と

し
て
活
用
で
き
な
い
か
。

町
長　
現
在
仮
設
防
潮
堤
と

し
て
５
ｍ
の
工
事
を
し
て
い

ま
す
。
来
年
５
月
頃
か
ら
本

工
事
を
国
で
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
際
埋
め
立
て
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

再
質
問　

鳥
の
海
湾
の
再
生

を
考
慮
し
た
排
水
路
の
変
更

を
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
担
当
課
で
、
県
並
び

農
政
局
、
土
地
改
良
区
と
協

議
し
て
い
ま
す
。

問　

荒
浜
小
・
長
瀞
小
・
荒

浜
中
再
開
の
際
の
児
童
・
生

徒
数
は
そ
れ
ぞ
れ
何
人
を
見

込
ん
で
い
る
か
。

教
育
長　
現
在
荒
浜
小
で
１

６
５
人
、
長
瀞
小
で
２
１
９

人
、
荒
浜
中
で
１
０
３
人
で

す
が
、
３
校
と
も
再
開
時
に

は
児
童
生
徒
数
が
減
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

再
質
問　

い
つ
再
開
す
る
の

か
。

教
育
長　
親
の
意
向
調
査
も

踏
ま
え
、
復
興
計
画
に
明
示

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

再
質
問　

統
合
や
新
設
移
転

を
検
討
し
た
か
。

教
育
長　
今
後
の
意
向
調
査

の
中
に
、
小
中
一
貫
校
の
項

町
長　
ま
だ
具
体
的
な
施
策

や
事
業
が
固
ま
っ
て
な
い
時

点
で
、復
興
事
業
の
優
先
順

位
を
決
め
る
こ
と
は
難
し

い
。し
か
し
ガ
レ
キ
の
処
理
、

子
ど
も
達
の
安
全
安
心
、公

共
施
設
の
整
備
、災
害
公
営

住
宅
、集
団
移
転
。そ
れ
ら
が

最
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

問　

被
災
地
の
公
共
施
設
の

復
興
は
。

町
長　
荒
浜
支
所
・
吉
田
支

所
に
つ
い
て
は
早
く
や
り
た

い
が
、
災
害
査
定
等
の
手
続

き
、
水
道
・
電
気
の
問
題
で

遅
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す

が
、
な
る
べ
く
早
く
復
旧
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

地
域
の
復
興
に
関
し

て
、
町
と
し
て
の
対
策
は
。

町
長　
震
災
復
興
に
向
け
て

一
刻
も
早
い
被
災
者
の
生
活

再
建
を
図
る
た
め
、
津
波
被

災
地
域
の
吉
田
東
部
地
区
・

荒
浜
地
区
の
漁
業
者
、
農
業

者
、
自
営
業
者
の
方
々
の
事

業
継
続
等
の
意
向
調
査
を
行

い
、
今
後
の
復
旧
・
復
興
の

た
め
の
基
本
方
針
を
策
定
中

で
す
。

問　

復
興
す
る
に
は
財
源
と

国
・
県
の
支
援
が
必
要
だ
が
、

財
源
不
足
の
た
め
、支
援
が

足
り
な
い
時
、町
と
し
て
こ

の
事
業
だ
け
は
譲
れ
な
い
復

興
事
業
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

佐
藤
　
實 

議
員

山
本
久
人 

議
員

島
田
金
一 

議
員

鈴
木
高
行 

議
員

基本方針を策定中

町としての考えと方針は復
　
興 土地利用計画で検討

津波シミュレーションの結果等を見て検討

人口減対策は

防災拠点・機能は充分か

計
画
の
最
終
判
断
は

人
口
減

学　校

人口の減少が続く（荒浜地区）早期復旧が望まれる公共施設（荒浜支所）

津波によりできた堀（大畑浜海岸）

被災した長瀞小学校

復興計画に明示

被災小中学校再開のめどは学
校
再
開
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こ
ろ
で
す
。
来
年
度
も
こ
の

条
文
を
適
用
し
て
、
元
の
住

所
で
学
校
を
指
定
す
る
対
応

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問　

新
一
年
生
に
な
る
児
童

は
す
べ
て
前
の
住
所
の
学
校

に
入
る
の
か
。

教
育
長　
来
年
度
の
就
学
に

つ
い
て
準
備
し
て
い
ま
す

が
、
教
育
委
員
会
と
し
て
は

従
前
の
学
校
に
通
学
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
、
学
校
を
通

じ
て
保
護
者
の
方
に
通
知
し

て
、
手
続
き
を
と
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

問　

来
年
一
年
生
に
な
る
児

童
に
案
内
を
出
す
時
期
が
近

付
い
て
き
た
。
今
の
住
ま
い

で
学
区
を
選
べ
る
か
。

教
育
長　
小
・
中
学
校
へ
の

通
学
区
域
に
つ
い
て
は
、
居

住
す
る
住
所
地
に
よ
っ
て
通

学
す
る
学
校
が
指
定
さ
れ
て

お
り
、
児
童
、
生
徒
、
保
護

者
が
自
由
に
学
校
を
選
ぶ
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は

学
区
外
通
学
を
認
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
仮
設
住
宅
か
ら
は

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
活
用
し
て
、

通
学
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

積
は
示
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長　
工
期
に
つ
い
て
は
10

月
１
日
よ
り
始
ま
り
、
来
年

度
の
水
稲
作
付
け
前
ま
で
実

施
す
る
予
定
で
す
。

問　

ポ
ン
プ
場
の
修
復
や
除

塩
作
業
が
終
了
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
来
年
度
の
水
稲
作

付
け
の
見
通
し
は
。

産
業
観
光
課
長　
今
年
の
作

付
け
面
積
、
自
粛
面
積
そ
し

て
除
塩
面
積
を
合
わ
せ
る
と

約
２
，０
０
０
ｈ
ａ
。
22
年

産
位
の
面
積
は
確
保
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

問　

排
水
ポ
ン
プ
場
の
修
復

状
況
や
亘
理
地
域
復
興
組
合

の
ガ
レ
キ
等
の
撤
去
状
況

は
。

町
長　
現
在
、
応
急
的
な
修

復
を
行
っ
て
お
り
、
排
水
能

力
に
つ
い
て
は
、
約
７
割
程

度
ま
で
回
復
し
て
い
ま
す
。

復
興
組
合
で
は
、
草
刈
作
業

を
す
る
前
に
、
の
り
面
等
の

ガ
レ
キ
や
ゴ
ミ
を
除
去
し
、

除
草
剤
の
散
布
は
全
体
の
約

８
割
程
度
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

問　

除
塩
作
業
の
日
程
や
、

今
年
度
実
施
さ
れ
る
目
標
面
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議案第45号 亘理町介護認定審査会特別会計条例
を廃止する条例 9.13 20 19 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第46号 災害弔慰金の支給等に関する条例の
一部を改正する条例 9.13 20 19 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第47号 阿武隈川河川敷採草地利用事業分担
金徴収条例 9.13 20 19 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第48号 平成23年度亘理町一般会計補正予算
（第３号） 9.13 20 19 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第49号 平成23年度亘理町国民健康保険特別
会計補正予算（第２号） 9.13 20 19 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第50号 平成23年度亘理町介護保険特別会計
補正予算（第１号） 9.13 20 19 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第51号 平成23年度亘理町後期高齢者医療特
別会計補正予算（第１号） 9.13 20 19 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第52号 平成23年度亘理町水道事業会計補正
予算（第２号） 9.13 20 19 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

報告第５号 平成22年度亘理町健全化判断比率及
び資金不足比率について 9.13 20 　 　 　 報告受理                    議

報告第６号 平成22年度亘理町水道事業会計の資
金不足比率について 9.13 20 　 　 　 報告受理                    議

議案第53号
工事請負契約の締結について（平成
23年度　亘理町防災行政無線整備事
業（更新）工事）

9.13 20 19 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

認定第１号 平成22年度亘理町一般会計歳入歳出
決算認定について 9.22 20 19 19 0 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

認定第２号 平成22年度亘理町国民健康保険特別
会計歳入歳出決算認定について 9.22 20 19 19 0 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

認定第３号 平成22年度亘理町奨学資金貸付特別
会計歳入歳出決算認定について 9.22 20 19 19 0 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

認定第４号 平成22年度亘理町公共下水道事業特
別会計歳入歳出決算認定について 9.22 20 19 19 0 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

認定第５号 平成22年度亘理町老人保健特別会計
歳入歳出決算認定について 9.22 20 19 19 0 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

認定第６号 平成22年度亘理町土地取得特別会計
歳入歳出決算認定について 9.22 20 19 19 0 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

認定第７号 平成22年度亘理町介護保険特別会計
歳入歳出決算認定について 9.22 20 19 19 0 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

認定第８号 平成22年度亘理町介護認定審査会特
別会計歳入歳出決算認定について 9.22 20 19 19 0 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

認定第９号 平成22年度わたり温泉鳥の海特別会
計歳入歳出決算認定について 9.22 20 19 19 0 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

認定第10号 平成22年度亘理町後期高齢者医療特
別会計歳入歳出決算認定について 9.22 20 19 19 0 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

認定第11号 平成22年度亘理町工業用地等造成事業
特別会計歳入歳出決算認定について 9.22 20 19 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

認定第12号 平成22年度亘理町水道事業会計決算
認定について 9.22 20 19 19 0 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議発第５号 亘理町議会基本条例 9.22 20 19 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議発第６号 亘理町議会委員会条例の一部を改正
する条例 9.22 20 19 19 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

安
細
隆
之 

議
員

安
藤
美
重
子 

議
員

2,000haが可能

元の住所で対応していきたい

24年度の作付け見通しは

次年度学区は選べるか

水
　
稲

学
　
区

排水能力７割まで回復

仮設住宅からスクールバスで学校へ
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あ
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新
聞
記
事
に
「
亘
理

町
の
い
ち
ご
農
家
北
海
道
伊

達
市
で
営
農
再
開
、
姉
妹
都

市
の
縁
で
６
世
帯
11
人
が
移

住
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
ま

し
た
。

伊
達
市
に
移
住
し
た
方
々

の
い
ち
ご
栽
培
が
大
成
功
さ

れ
ま
す
よ
う
に
願
っ
て
い�

ま
す
。

さ
て
現
在
の
議
会
広
報

調
査
特
別
委
員
会
も
今
回

の
「
第
１
１
３
号
」
で
担
当

が
終
わ
り
と
な
り
ま
す
。
次

回
か
ら
は
改
選
後
の
議
員
の

方
々
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で

議
会
だ
よ
り
の
ご
愛
読
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
引

き
続
き
町
民
の
皆
様
の
声
を

お
寄
せ
下
さ
い
。

�
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・
Ｗ
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議会に関する詳しい内容は亘理町のホームページからもご覧になれます。
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この広報誌は、
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今
回
の
震
災
で
自
宅
兼
職
場

だ
っ
た
理
容
店
を
同
時
に
失
い

ま
し
た
。
震
災
当
日
も
仕
事
を

し
て
い
て
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た

後
、
お
客
さ
ん
に
は
散
髪
の
途

中
で
し
た
が
帰
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
家
に
は

母
、
夫
、
子
ど
も
二
人
の
全
員

が
そ
ろ
っ
て
い
て
、「
こ
こ
に

い
て
は
危
険
だ
」
と
思
い
、
皆

で
急
い
で
吉
田
小
学
校
に
避
難

し
ま
し
た
。

５
月
初
め
か
ら
第
一
期
に
完

成
し
た
舘
南
仮
設
住
宅
に
入
居

す
る
こ
と
は
で
き
ま
し
た
が
、

仕
事
の
再
開
は
ど
う
し
よ
う
か

と
迷
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
同
業

者
の
方
か
ら
仮
設
店
舗
の
話
を

聞
き
、
迷
い
な
が
ら
も
応
募
し

ま
し
た
。

震
災
後
は
お
客
さ
ん
に
仮
設

住
宅
ま
で
出
向
い
て
い
た
だ
い

た
り
、お
客
さ
ん
の
自
宅
ま
で
出

向
い
て
散
髪
し
て
い
ま
し
た
が
、

や
は
り
き
ち
ん
と
し
た
場
所
が

必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

理
容
店
の
再
開
を
待
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
お
客
さ
ん
達
の
た

め
に
も
、
も
う
一
度
仮
設
店
舗

で
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

一
日
も
早
い
仮
設
店
舗
の
設
置

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

３
・
11
の
大
震
災
に
よ
り
最

愛
の
妻
を
失
い
ま
し
た
。
船
も

津
波
で
陸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
、

家
も
失
い
ま
し
た
が
、
周
り
の

方
々
の
後
押
し
も
あ
り
、
７
月

７
日
の
七
夕
の
日
に
初
水
揚
げ

を
し
ま
し
た
。
年
に
一
度
の
願

い
が
叶
う
日
に
、
妻
の
思
い
も

あ
っ
た
の
か
大
漁
の
日
で
し
た
。

今
後
も
、
妻
が
大
好
き
だ
っ

た
「
父
ち
ゃ
ん
」
の
姿
を
息
子

や
孫
に
見
せ
、
妻
が
愛
し
た
子

ど
も
た
ち
と
荒
浜
の
海
、
そ
し

て
魚
と
。
こ
れ
か
ら
も
津
波
に

負
け
ず
、
思
い
出
が
た
く
さ
ん

つ
ま
っ
た
荒
浜
の
海
で
生
涯
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

亀か
め

谷や

　
真ま

粧す

美み 

さ
ん

（
吉
田
浜
北
　
45
歳
）

一
日
も
早
い仮

設
店
舗
の
設
置
を

白し
ら

井い

　
健け

ん

治じ 

さ
ん

（
荒
浜
五
丁
目
　
63
歳
）

妻
へ
捧
げ
る
大
漁
旗

私 も ひ と こ と


